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読者の皆さんから届いたお便りなどを紹介します

市 民 憲 章

わたくしたちは、美しい自然と豊かな
吉備文化にはぐくまれている総社市民で
す。
このことに誇りと責任をもち明るく豊
かなまちをつくることにつとめます。
１郷土を大切に
美しい環境をまもりましょう。

１生涯学び
明るい家庭をきずきましょう。

１たがいに助け合い
あたたかいまちをつくりましょう。

◎市の花/れんげ
◎市の木/もみじ
◎市の鳥/タンチョウ

市 の 花 ・ 木 ・ 鳥

今 月 の 表 紙

新しく建て替えられた総社中学
校の南校舎部分を見上げる生徒。

■今年は災害が多い。食料だけで
も、と思い保存食を購入。今後の
ためにもさらなる準備が必要だ！
■最近涼しくなって、朝がとても
心地よい。季節の変わり目、風邪
に気をつけたい。
■多彩なプログラムで総社の魅力
を学ぶ観光大学。密着取材をして
自分も総社の良さを再確認した。
受講してみたいな。
■表紙ロゴが水戸岡鋭治さんのデ
ザインにリニューアル。ご本人に
直接会えなかったのが残念だが、
素敵なこのデザインを大切に使っ
ていきたい。

編 集 後 記

サンロード吉備路ランチバイキング無料券が当たる

総
社
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の

会
は
、
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
と
そ
の
家
族
の
会
で
す
。

今
年
で
７
年
目
を
迎
え
た
こ
の

会
は
、
子
ど
も
が
障
が
い
の
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
健
や

か
に
育
ち
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
月
１
回
の
ペ
ー

ス
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

特
に
人
気
の
あ
る
活
動
は

「
花
育
」
で
す
。「
子
ど
も
た
ち

の
個
性
を
伸
ば
し
感
性
を
磨
き

た
い
」
と
の
思
い
で
始
め
ま
し

た
。
花
育
は
、
花
だ
け
で
な
く

ス
ト
ロ
ー
や
ス
ポ
ン
ジ
、
ス
パ

ン
コ
ー
ル
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

素
材
を
使
い
自
由
に
作
品
を
作

り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
要
領

を
つ
か
ん
で
、
思
い
思
い
に
作

品
づ
く
り
に
没
頭
し
て
い
ま
し

た
。
完
成
し
た
作
品
に
は
そ
の

子
そ
の
子
の
好
み
や
個
性
が
表

れ
て
い
た
り
、
い
つ
も
は

見
向
き
も
し
な
い
よ
う
な

色
や
素
材
を
使
っ
て
い
た

り
し
て
、
毎
回
新
鮮
な
驚

き
が
あ
り
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
一

人
一
人
の
豊
か
な
心
を
育

む
活
動
を
続
け
、
子
ど
も

た
ち
の
個
性
を
伸
ば
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
総
社
お
た
ま
じ
ゃ
く
し

の
会
代
表
　
菅
野
比
奈
子

さ
ん
・
清
音
上
中
島
）

●

朝
の
７
時
３０
分
か
ら
、
カ

ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
北

側
の
駐
車
場
で
、
本
町
の
老
人

ク
ラ
ブ
（
恵
比
須
ク
ラ
ブ
）
が

主
体
と
な
り
、
地
域
の
人
約
２０

人
が
集
ま
っ
て
毎
日
楽
し
く
元

気
よ
く
ラ
ジ
オ
体
操
を
し
ま
し

た
。
始
め
た
き
っ
か
け
は
町
内

の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
、
ラ
ジ
オ
体
操

が
し
た
い
と
い
う

声
が
多
か
っ
た
か

ら
で
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
を

始
め
て
か
ら
、
朝

早
く
か
ら
体
を
動

か
す
こ
と
で
一
日

を
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康

促
進
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

と
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

同
じ
町
内
で
も
な
か
な
か
集
ま

る
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
と

て
も
い
い
交
流
の
場
に
な
り
、

み
ん
な
喜
ん
で
い
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
を
通
し
て
地
域

の
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
。
ラ
ジ

オ
体
操
は
８
月
で
終
わ
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
交

流
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
、
地
域
の
み

ん
な
で
健
康
づ
く
り
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
亀
山
邦
子
さ
ん
・
総
社
）

８月３日に行った「花育」活動で
作った作品をうれしそうに見せる参
加者

地域のみんなでラジオ体操

広報クイズ
今月の『広報
そうじゃ』を
読んで、次のクイ
ズにお答えください。
Ｑ１ 広報紙の新しい表紙ロゴをデ
ザインしたのは○○○○○さん
【応募方法】 はがきかメールに答えと
住所、氏名、電話番号、市政や広報紙
に対するご意見やご要望を明記のうえ、
編集室へ。正解者のなかから２人にサ
ンロード吉備路ランチバイキング無料
ペアチケットを贈ります。
【応募期限】 １０月３１日e
【８月号の答え】 ロードとキビノ
【８月号の当選者】 河合真理子さん
（久代）、浪越恵美さん（福井）

［応募者数２４人］
■応募先　総社市役所企画課（〒７１
９－１１９２　中央一丁目１番１号
kikaku@city.soja.okayama.jp）

総
社
の
観
光
と
そ
の
魅
力
を
学
ぶ
「
総
社
観
光
大

学
」
が
、
８
月
２２
日
か
ら
２５
日
ま
で
の
４
日
間
開
学
。

主
催
し
た
総
社
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
は

同
大
学
で
、
全
国
に
総
社
フ
ァ
ン
を
増
や
す
た
め
の

伝
道
師
の
育
成
に
取
り
組
み
、
修
了
生
２６
人
に
総
社

観
光
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
の
称
号
を
付
与
し
ま
し
た
。

総社観光大学２０１３

多
種
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
総
社
を
体
感

岡
山
県
立
大
学
を
主
会
場
に

し
た
総
社
観
光
大
学
は
、
総
社

の
観
光
資
源
を
体
験
し
た
人
の

言
葉
に
よ
っ
て
、
総
社
フ
ァ
ン

や
訪
れ
る
観
光
客
を
増
や
し
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

民
俗
学
者
の
神
崎
宣
武
さ
ん

が
「
古
代
吉
備
の
ロ
マ
ン
学
」

を
テ
ー
マ
に
１７
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

設
定
。
民
俗
学
者
の
加
原
奈
穂

子
さ
ん
、
吉
備
国
際
大
学
の
守

安
收
教
授
、
倉
敷
芸
術
科
学
大

学
の
濱
家
輝
雄
教
授
ら
の
講
義

を
は
じ
め
、
座
禅
や
備
中
神
楽
、

染
物
の
体
験
、
鬼
ノ
城
や
備
中

国
分
寺
な
ど
市
内
の
観
光
地
の

見
学
を
通
じ
、
東
京
や
千
葉
、

愛
知
、
広
島
を
含
む
市
内
外
か

ら
参
加
し
た
受
講
生
は
、
総
社

の
魅
力
を
学
び
ま
し
た
。

物づくりを通じ、総社の文化
や風習へ関心を深めてもらおう
と和紙の染色の体験講座を実施

「おしゃべりだった」、「秋冬山
水図には強引な作風がある」と
画聖と呼ばれた雪舟を解説

高梁川流域の観光資源にふれ、
「人と人が交わることで文化は生
まれる」と講義

桃から生まれない、戦争に利
用される桃太郎など、地域や時
代により異なる桃太郎を紹介

観光について「見る側は見方、
見せる側は見せ方を考えなけれ
ばならない」と講話

「分権時代に備え総社のよう
な自治体は自立しなければなら
ない」と市の進むべき道を説明

講
義
「
“桃
太
郎
”
を
考
え
る
」

民
俗
学
者

加
原
奈
穂
子
氏

講
義
「
備
中
の
文
化
と
観
光
」

倉
敷
芸
術
科
学
大
学
観
光
学
科

濱
家
輝
雄
教
授

講
義
「
雪
舟
さ
ん
」

吉
備
国
際
大
学
文
化
財
学
部

守
安
收
教
授

体
験
講
座
「
染
物
」

染
織
工
芸
家

石
田
直
氏

体
験
講
座
「
座
禅
体
験
」

宝
福
寺

小
鍛
治
元
慎
住
職

講
義
「
総
社
観
光
学
事
始
」

総
社
観
光
大
学
学
長

片
岡
聡
一
総
社
市
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

民
俗
学
者

神
崎
宣
武
氏


